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　全体としてtt．・二二；こそのト⊃の．⊃体，’，’，忙：：1は如

何にして可f　このliljは「一つの」社会学存

立の可庄」・．二同郊ll口．：ミ．あ．1，古くして”7

尚新しい．ill」こ｛，ご、現代においてこそi∴めて問

われね二ならない問’竺でご：二丁学問としての成

立以［：L　」⊥∫㍉三，∵そ⊃1（：㌧三う対二の口11ごに巳

じて細．詰L、　∵：門にして来二1ご：∴：k社三・つよ

り一層⊃：庁に，∴‘イL化に芯じて一ド：々ピノこして

いる限り，そ．i　t　Y〔にこそ全ぽとしての1ヒ会エ已

イドとして1，E－．すご　「一一っノ）」社≦ぞ学，社会］日，．T．

に対す三三：ハ．こ∴．｛1∴こ．1．．1まってい’；＝1．：1かに社

会：よ産－．：⊃＿≡二1トな1・∵分1ヒ、㌃’i北してい

る。併い1，’jl’．．）．＿二社会三≧体を一つの工芸

化，都一1了化ld：会三して、「一つの」社会へとi．．LE

化，続合化してい”、問1・ユよ細分化、守門化し

た社会、㌧二、、．ポご1ヒ、目’㍑化且会に対応・　　真

1こ（よ文1ごと、よいえな’，・カ、・　　しうるヒしてこ，

「三口寺：こ（L’、プ1．．：」こ、㍉i－t’二　‘．．∴へfヒ，　↑》：iごrヒ社二：ここ撒充

分にiz．三しえない点にある。統合’：⊥紘〔1ばか

抽ミほにη象fLさ］し、1且緒社会学が成立すジと

しても，㌦llミ化ご．し／二山々の特殊対象、頁止相互

の円係は充，㌃に：一一．きれず，むしろ混乱乙惹き

起すのみて三，：一∵門：弓野の協・JJ，ぼ同か∴ぷ

の名のlv二て’1　一、．、三行されていうとして㍉

その充分にして1．実な成！惑二得られていない，

かくして「一つの」社会学，社会理1｝に対すろ

要請は必然Luてま）；〕、いうならばこれ≡社会学

それ自i＃の不可避的な運命とでもいいう三。そ

してこの運命とは，嘗つてカントが人間理性に

関して．二べた近命に似て，．㌍こミニ∴．占己自づに

対し，そり本性上課せL：・六てい『：7六llアであ

るとる考えられ二　

　カントによれば「斥け二ことt．：きず、さ：）

とてまたごえ二ことt、てき’r：いよ一Y；i・．」竺に悩

まされうという二命二を’つ川1、ゴL．．．の営む学

問において二現代てばあら己1）．：1　－t311労に終っ

tこあ1王く，　1頃1可としてイー∫∫∫こ；：・，て．zJtこの：二『ご

怠と土くの無関心〆あ二」　．この㍍｜ア］心は実

は「もにや見せかけの知、に㌢られていない現

代の成ill［：．した判二〒カの∵1、．ご㌻「：1，1そこ工巳の

あらゆる1壬務のうち＿「ミ㍉匡：　：こわざ二あると

ころの自己…：’、に新たに川子L，そのために一

つう法遥こ設けよ，という理1．に廿すろ要請な
　　　　］）
の二ある」。　即ちi－LI生の1：1已ltt、1：亘性自身に

よら自己批判がここて鰍二されてい2二のであ

ろ，そこご現左，社会学を∴れば、ここ二i‘同

様のことがr：に1三二三されていこの’：ri‘．1，

1．A．　W．グールドナーの場合

　　究極的企てのための存在論的視点

　「日己尺省としての社会学」、　これは他にも

二え・〉れう乙「社会学の社会学」の．想う・ら口

己の「社会」○社会学」ご．．い［1丁．’こめ，A．

、V．グールドナーガ石づけたもの二あ1〕，そこ

ニニ「研充する社会学言と研究され二くしろう

と〉」という二已三の人間の区別∴放棄され，

社会学者「］身が自己の日常生活と仕事に深く巨

リ立ち，新しいLl受丘を獲得し、自己の自覚を
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新しい工史的水，三にまて高め三ことが要請され
2）

ろ。社会学者の直百1する問題とは「単にいかに働

く　）う1　と二　し　、　う　こ　三二　一こ1之ナコニ　く　，　　L　、カ、1二生き　：三）カ、　1〕ot

　　　　　　　　　　　　　　　　3）
1ηerely　hr八V　tO　“Ork　bUt　ho八v　tO　iiVe．」　とし・

ことてある。こうしてグールドナーの「目己反

省としての且会学」では，社会学一♂三彼自身一

方ては研究者として日常生活に対’して距阯を保

つが、∴時に他方ては臼ら「㍑⊥活イとしてジ

、改の日常生活どつ「｛二］にあ1，），共に⊥ご三人間で

あご1　’．・う二．’ L三を合わせt，つ紀仏としての具

：　JEi　一；人聞：⊃：〕，それi’よただ事に元門的分野

に口『：1し，そこから｛］常上活者の中に「智〕立と

うとしないlllご∴’から，1ヨ常生1ごf”・の中二P筆り

立つこ三ニペ⊃て口こi’知り，匿メトにおけ三自

二・り．三のll．・1方三こえ芸乞ろ日己ぷ，，．　i人間

てあ『1．ことi’」”）られる。それ以7’一ルドナー

によって問わ汽ているのは，　「社会学」の自己

二台てあ『’二して㌔それよ・｝もむしろ第一

に・口い二…じ．1二はあろが究r”t．，こ社会学考

⊃社会字J，、トニあ：〕、彼自身t人間主表に，

ミ’1　1　，．　，ii二ll請：主。K．：口人間主廷こ彼の社会学

乃1こZ・と　．ttている。併し「日己戸省1しての

㌍会∵二、三二1としてあろ限：〕，その学i、．，討

、二ご！一∴二：て、また如何に　：「：二つ：ユら：江て

．・・ ：r、か、　r－＼ケ法一；巳言「：］⊂、iz　1　1i　1・t．　．．　・」二．こ．；J

・ttて1．．．1わパン．くきてある。

　以⊥のここから定ず知られ一．のに，／一ルド

ナー：ことi．）　9・ピこiの主体性が問己として取：］上

ごら＿てい．二ここてあ三。役によれば，研究者

た：〕と㍉その主㍑巴は対象としての社会である

日常生活者が織1）成す社会と切：〕離されたとこ

ろにあるので二なく，研究者としての専門的自

己から日常生活をする人々の中へ＝え出て，彼

らとft’通の坊てある「人びとの間」に立つt）の

としてある。それ故それは「間主体性」と

それについてグールドナー自身特に定義づけ，

解明をしていないとしても　　いわれろべきも

No，6

のである。彼に主体客体を二分する「方法論的

二元論」を拒否し，　「方法論的一元論」を主張
　　　4）
すろ。前者は「社会科学者と役が観．、、する人び

との間の差異に・す1、点をおき」、　そ⊃一：呉を固定

的な：1．のとして主体と客斥とつ分＿．をX・求し

て，　「社会学者にかれの研究す二口：こから切り

　　　　　　　　　　　5）
離されていることき命ずる」。併しこの二元論

は研究者の研究うj象への恐：しよりご1，研究者自

　　　　　　　　　　　　　　　6）
身の自己への恐れを基∵としてお：1，1（．i：は研

究者の∵門識上の方法話、JtSi言．コ．J－’一元、〒てあ
　　　　　　ア

ろこと1’みつ力ようとせず、避けてし・ることに

よっているとされ○。問E9：tこの「恐れ」であ

三。　「恐れ傷つき易い自己をうまく工口する戦
＼

パ」のIII立への関心が研究言二して，1，（が本来

問うべき社会そのi．のから刀二さ≡る，研元者

lSこの刀．JVによって自已を「こ∴」かろ免れさ

せ，「学問」という聖㍑に在らしめておくこと

がてき1。瑳しグーノしドナーにょれば、　「すべ

ての研ブこ、．、〈：J 〉さ：！して三’ミ・」．．‘、「狂会・．三・’：．：1－、

支，：所Ls．二三力れえ’．1いげ：1二L｛！な⊃てあ一？で

ふ f可∴’（に二すべての㍑：究．ミ㌃コ三されて．一ろ1の

かn

　こ⊃点に日して先ず考えリIL，，つは，社会学

IJi　L≡S、」二三二：二：、’tこ」’i中：こi：’：1’三し、　±三き一／）1　い

うこと二あ・1、そ．1＿りぽ’1まt＿こ⊃社会，力世

界内において，生逗する言ご⊃出来毛；：によって

、；こ配され，左右されていることである。それ故

社会学者はこの社会的世一に生活者として如何

に1ご答してい乙か一♪）i）、　この芯答が彼のliJ『　3；C．

：こ．「・　i何．こ　’tし出：きれろカ・と二いうこと二ご〕・Jl。　たi

がこの問いに対してグールドナーは次のように

いう。　「方法論的二元論」従ってそれに立脚す

ろ社会学者は，「ひとつの神詰，即ち社会的世

界は単に社会学者の仕事に＝し出され（mirro－

red）ているという神話に立脚しておリ，社会

的世界が社会学者の認識⊥のコミットメントお

よび他の諸関心によって概念的に構成されたも
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　　　　　　　　　　　　　　li）
のであろことをみようとしない。」　社会的i止戸

は，この限りては，阜に社会学者に⊃み存生し，

また社会学．tl’にとっての社会．．ロピーのみこ江会

的世界てあろことにな三．併しこの社会ら世界

は容認された〈正常な〉世界と否認されたく具

常な〉世界にf耐i．的に判断，区別されてお1），

この価値判断は「権．1二の．コ弱判†とい1，三一∵」一：

なされているた力，表〔・上：㍉1．二みえなくなっ

ており，そのた）研究吉‘ことっては一τ丁「価値

自由」　　この場合二まさしく「filll値判i．斤ジ1’除」

というべき　　によ二「tJ：コ‥二：i．∴，．ミされて

いるようにみえtt、併し「㌃∴．こあ二lt判JZさ

れる社会的客体は、、黙己Lに二い．のピニされ
　　　11）
ている」のてあ：〕，それ憤．往会学において容認

された世1口tt「旺つ如f三∫な二こ．のに」まして，

権方と善L「∵，そ二において”i”二㌧に㍍口させ

　　　　　　　　こコ
ろれろよ・｝なtli：　」一あ」：，。二元，　ll三亡三に立

つ社会ご者に：二”コて「社合ll！，．つt．ミ”㌢：の壬

要部分は」こ　して「乱：されて．’i’1’た狂会的世

界を打1到し、い㍑ヒ’∵三（p・）tcnc＞’）と⊃間・つひ

びの入一，こ門係二㌻”し、両㌃のくiE㍑な〉・，．ゴ

且ミ態を［・1二・ジニ三ヒt‘に、’1’．’t，さ㍑二L三三

善性と口能．村く．．㌧iの7いか．㌧防1：］しようとす
13’〕

ろ」ことて．ち　＿百．一さ1．たtノ）の、J’ミを1’：；去

し，或いば：．。少Rcduceす・．ことゲ辻会学二rに

とって言．二；つてあ；1、そしてこ⊃㌫去・1．1少

のために社会学者ニニ言の1こ元におけtt一切の

価値判断二‘1，T・一丁・’し、三し↓とえンと「IJ時に，　二二能

に照らしてつ判∵を1二∴すt，ことによって、権

∴については！∫…つ、・ろうとしない三　　ご‡妄．」

を持つものか∴・：∴ろことを1’”に告げ」なが

ら，「権力そのものの現実と知’ヨに対法すろこ
　　　　　　ユお
とを回避する」ため，　「社1？f［・学の価値自由の

概念作用は」クールドナーによって「社会学に

おいてマキャベリズムと同じ役目を呆してい
15）

る」といわれる。価値自由の概念の中に身をi

いている限り，社会学者も脅威，恐れから自己

自身（の生活）を防衛することが出来，二全で

ありうるのてあろ。社会学者にとって恐れとは，

現実の三常二活次元においてifll．，．，iせざろをえな

い権刀と知的に対決すりことであり，このこと

は彼ら自身，．［‘：実には巳常生活とする人びとと

同一次元にt，㍍し、そこから切り．、．．されて㌃左

す二のてはないことを示していJlrクー一ルドナ

ー二こうして間主体Lについて，∵＾㌧な言明

や定義をしていないが，多くの社会学者の姿

；”i”，態三の”．，1・j’かリ，逆：ご的な仕六て“，　Dて，

日］5生活：　；）i㌧の分．．『つ要ゴ、そのf，の、ジ，Ei常

生活者からの．㌃．つあ！’えないことを，従って

彼づ巨身間主体的な在り方　　江江」○にではあ

ろが　　をしてい’、ことぎ川1してい三のであ

1〕，このことこ∴．してぼグールドナーit「すべ

ての「・究は三・されてい一・」1：いこのてある。

　間主｛吉：一：三）トレ亘はこうして」’一ノしド＝J一にお

いては，人びとの社会に生き二≡き一∫∫□問題と

してあり，社会学1「口身もこのここ111・ら）免れえ

す，この言二に吋して何らかつ巳ニコニら・ざる

をえないのて．こ，三一を㌣こ　三二、そ⊃対二

が個人二あ］し二巳．］二あれ，三：二社会全｛：’であ

れ，その対小に対して何らかの二味つげごもっ

て閲係す三二k二あ□，その限1：1そ：｝∴之まさに

間主㍍二て言，。それパ社会学1：：、社会全体か

ら自己を切：〕．．．して「．・ことしてt，、そのこと自

体一つの忌㍉⊃二］／｛として171主1トLl．．こあ二二、併

しこの選1’1　b：土何らか・つ亡咋づけによえ．閲係づ

けてあ三「：］い：1，それ二戸一ルドナーによれば，

「ノkOごとカノ、‘、｛：ここ三きて．来た：1つご）二：「：ミニイ立ニ

　　　　　　　　エさ
づけ’：7．i＝iす二こと」、「人びとによ．・て∵成され

た世ノ9，即ち1ξらによって与えられ，、．LE証さ

れ，共有されていろ意味によって1，、成された」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　17）
「社会的世1司を「了’：－Verstehenする」こ

とてあろ。それ∴：、口こを社会から切：）、．．、三す社会

学者につL・ては，役らは存在的（OJItisch）には

共有された意味世界に自らも関わり，生きなが



　　一　　4　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川　川．　「ミ　：’｛1　社

ら，．．． ヨ；；．〈、∴（・Jlt．・ll・9isch）に：：：1’IUの1∵在1；i．．こ

　（C）nt．isch）ら：：’E　l］『方’ごみようとせず，一一否，

　む・しろ．逆：こそ∵．・．｛［　：’1．．‘プ∫こ・rkろカ・らこそ，　；ご：］1を

抱いて　．一．そノ．．）1氏戸：二：’「已をi’iiさして，　その1二

㌧とti．．ごよ・－．とし∴：いの二あ・／”一”と、い1、・・）三㌘

これ：二：，7．一・．’1ドナーに，・わしめ．｝：ば，　二社会

的［ll三二：：・・・…　｝1：．に外1：1：1．i”IJI’「’こ二：二よ．てi、、：二

こと．七て≧．1、　㍑｝∴ぎ」’L－「1：㍑に：㌘一［．．・（こ

と」，「1：1己．．．・：lllら：ンに、：ご；議することAwarcnCSS

of　th，－SUi’．によ．．、て知二．こと1う．・二こ1二．と旨、・り

こと二1二．’；．：一．．．、　この｝1祭㌧1：f（．lll：三で；；．ご．、ぶにお：ナ／．二三：
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によ：じば江三㌃iUll、論：．三社会学：土｛；ぶつバ㌦にiミnj’

欠．：tl1”．：．二1．てゴ．，　｝；」二会・ジミfヒぽ二三してみら

れ≡：1：ii　t；こ∵∵．、　・；：11，：．：：∵：学：’i’1．：；三：：’iii’（11．「・／1．）．一要素

て二　’．二．：．－L°．．㍗．1、　そ］L：i：lr，c二こ〕宗∴lj：ぞ．∵：．⊃ゴ1：・［El”、

討k．．・．．　lp卜会：’1二｛冒｛．こ．1：、．1ごi仁ll二∵r：三しての五会

白勺且．il　lそね：二！il］カい㍉今う．：こ「．会：1三：その∴しつ．⊃1∵
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と∫・．．Lこさ．．．：、・：と1．・．、・・il二．　隣・しi、「～」11二、：：、　ら

えこの．‘． ∫：．10㌃i！．l！係．ウこ：．こ1ーご1；：：口て：i：‘『二とL・．：

／．，二．il1二かか⊃f．・r）ヒして認：∴、し、∩完しえ
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視座が他の可能な視座のうちの一つてあるとい

う反省意識をもち」，その結果「自分の視座を，

忌識的に共同体験していろ他の主観が体験中て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31）
用意すろ視座の中から；二担てきるようにな7．」

のてあ・一こ

　自我ltL自己のみて成、、立つのて二な1、他我

との共同によって成1已とつのてあ：｝，このこと

は主観が先天的に仔：すろ）てはなく，他我と

の共同において意味的に構成さ］已ことを示し

てい：二。そして意ぼ㍉この白己イ“：1》ミにおいて重

要な機能言なす「1概釦つ口き」を，即ち「ぷ㌦

の印象についての内部；司処理二：二「1：．｜すろもの」，

つまり「印象の選択」とし（　i，　ll成されるのてあ

芸それ、之この川実純された塾とはみな

されえない。従って「主：観性Subjektheit」も，

それは「体験の私性とは異な：），決して『先天

的』所与ではなく，むしろ人間の自己i言成の後

天的な，社会的にきわめて前提に充ちた一形式
　　　3ぎ、

である」とみなされ㌘。こうして自己とは多「元

多様な可能1生，従って世己の複准性から，他我

との共同的働きによって間主体的に選択された

意味∴成．即ち統一的㍍rヤ｛；｛こてあり，その限り

それ：SIL・一マンにおいては実li：的な主体てはあ

りえず，代って「心的ンステム」なのであろ。

これ二t・一ソナリティーと考えられろ，それ白

体多種多1、な9．二雑性から口味三成的に切1〕取り

選択され、形成された統一的亨」こ合体としての個

人であろ。それ故この心的システムは内的には

自己としての同一性，統．．一性をもつが，外部に

は尚多様な可能的複タ41佳ゴ、≡ヨ界（JT．　．i　Un“K’eit）

として∬⊆ξ寺している。　併しこの周界は、’じ・的ハ

ー ソ」リティが間主｛｛つな二味：成によってい

る限：〕，この心的パーソナリティ（＝個々人）

相互において意味コ合的になされる行為の相互

関係が別のシステム，即ち社会システムを成り

立たしめることによるのてある．「社会システ

ムはひ体的な人間から二：’なく，意味的に同定

　　，，　三辛三要　　　　　　　　　　　　　Nし｝．6

　　　　　　　　　　　　　　　　ヨゴ
された行為から成り立っているの二ある」。　そ

れ故「心的システム（パーソナリティ）と社会

システZ、の成立土台は……全俸としてみれば、
　　　　　　　　　　35㌦
いたろ三ころ同じt’．の」てあ二：。つまし｝，し的シ

ステL、と社会」jシステL、との区別：k先の行為と

体ll知つ区：ilと同じてあり，社会ぼシステムli

「行為のつ洛におけ㌘㍑こし1を必要とし」、「その

同一L乞先ず行み間の二iぷ〕」1”、：によって五得

し，相互俘用田な行為という意味の含意によっ
　　　　　　　　36）
て体験を『．守づけ」，こうして世王の最大のレく己

　　　　　　　　　　　　　　　　37）
性の「最’冬L［J・i）、≡的；．：：1叉を制三化する」が，

これは，口々人（心約システム）が自己の俸験

や行為におけ三遺択、1．1ご法二都巳，‘度す三必要

を軽減し，容易ならしめ㌘の二あろ。それ故社

会システムにおいては，江雑陸二既に己握さ

れ，，：‘』減されており，この縮減されたぽ雑性の

［，”jE（コミニニケーション）が心的ハーソナリ

テでの律験・行為にとってと口時に，社会的シ

ステム自体の同一一∵の雑才∵にと1）．二要な悟能と

してあることになる。

　この伝〕≡伝能の重要性の必然化は同時に社会

システムの部分システムへの分化を意味する。

併しこれはまた「1．．造と過’！」の問題にも連な

る。社会システムの．．成≡世界の複ζξ性に対す

る有意味已ごこjl、；1．：；渡によ／統一日褄合体の形

成てあ○限り，それ1之一一・つの‥造化であり，こ

の㌦造自体有意味二あらねばならない。従って

この｝．、造は世界のT’a　lrf，．　［　i三、それ故「不確かなも

　　　　　　　　　　　　　　　　38）
のへ〇二味投企」として「選択的働き」であ

り，かかろ「選／11として㌧∴は自己の意味を，

世界の包．＿三不1実口三を度外礼し，より荻い時

間□㌣と人間の．こ．．、能二に≡応した言可能性の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨの
容二を定義すろことから，獲得するのてある」。

従ってこ町．」造にもとつく限り，世界の複雑性

に対すろ蓬択，縮減は，システムのこのピ造に

よ1〕軽減されるとしてd、，尚過誤，過失を免れ

えない偶有的なご、の二してあろことになり，そ
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の意味で「あらゆろ構造はある意味て錯党，つ

まり世界の複雑性に関すろ錯覚にもとついてい
　　　　　4ノ）
ることになる」ともいわれる。そこてこのシス

テム内において個々人が経験するであろう「失

望」に対しては，それに対処するメカニズム，

用意がなされていなければならない．併し「失

望」が大きくなればなる口，これまてのシステ

ム構造に対する期待が不確力、になり，　］㌃盾に満

ちたものとたり，その結果社会システムはその

一定の統一的這合｛］之しての同一性を保ぷしえ

なくなり，分にす；に到り，自己内に「同様に

システム特性を有し，従って自己の境界を安定

し，更にその言雰内て或る程度の自律性を備え

る諸分野を形吠し1，　このことによってのみ自
　　　　　　　　　　　　　41）
己を発展させゴけることになる。つまリ社会シ

ステムはそれ自体自らを「過程」へと投企して

ゆくのてあ三，過程とは単純な，同種単位に分

節的に分化すろ社会システムから機能的，専門

的な自律システムへと分化する社会システムへ

の展開でこ，あり，専門的，機能的分化が進めば

進む程，機能約に分化された社会システムは，

分化によう寺門訂，機能的諸部分もそれぞれシ

ステム眉痢こ対してシステム境界を班信に構成
　　　　　　　　　12．、
して自律注を獲得し，その結果周界からの障害

はこの部分システム内に取り込まれ，中立化さ

れるため，世界つ羨雑性に対してより一層複合

性のレベルを上昇させ，緩雑な世界の中で自己
　　　　　　　　　　　ハび
を安定させうることにたる。つまりこの複雑な

世界も「システム構造の中で指示という仕方て

意味的にM’｛：される」如く，「システムの選択

ポテンシャルに対応」したt，のとしてあり，そ

れ故「ひとつの社会システムは限定された世界

だけしか引き合いに出すことが出来ない」とみ
　　　ねツ
られる。これ：之「人間（心的システム）にはそ
　　　　　　　　　　　　　　　45h
れそれ独自の世界への通路がある」といわれる

のと同様てあり，社会（社会システム）にもそ

れぞれ独自の世界への通路があるといわれるこ

7

とになる。

　複雑な世界は，既にみられた如く，多匡多様

な可能性から或る可能性を意味法成口に選択，

縮減することによって成立し，これは心的シス

テムにおいてであれ，社会システムにおいてで

あれ，いわれうる。或る可能性の選択は他の多

様な可能性の排除ではなく，9．様の選択の可能

性を指示する￥、の，即ち複雑な世界の保存とし

てなされるのてあろ。複雑な世界は，心ロシス

テムにおいては「他の主観」が，社会システム

においては他の都分システムが「共に働いてい

るからこそ，選択の過大要求の出所として構成
　　46）

され」，「世界複雑性とシステム複合性は，理論

的には変数として理解されねばならず，（複雑

性がいかなる場合にもシステム形成を前提とし
　　　　　　　　　　　　　　　47）
ているので）互に対応の関係にある」のである。

世界複雑性とシステム複合性は互に対応連関し

ており，しかも「システム培造がシステムの自

己複合性と，従ってシステムで把握されうる世

界複雑性に対し程度と境界を設定するという意

味において」そうなのである。そこで複雑な世

界は理論的にはシステム形成によっており，そ

の限り世界は実体的な存在として存在論的に把

握されず，それ自体機能的システムの構造に対

応する機能的なものとして，機能主義的システ

ム論に従って把握されている。ルーマンによれ

ば選びとられた自己，社会に一つの可能性とし

てあるにすぎず，別様にありえたかも知］ない

偶有性Kontingenzに満ちたものである。併し

それは世界の複雑性により，その複雑性を縮減

し，或る一つの可能性を選び取らざるをえない

ように指示され，自己，及び社会が意味情成的

に選びとったものであり，その限り世界の複雑

性は「選択の強制の忘味」とみなされる，併し

このように一つの可能性を選びとらざるをえな

い限り，尚背後に残る他の可能性は複雑な世界

として存在し続けることになるが，このように
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して．式盲旨二寸にhi’に．美り．i．1ける芭ミ誰な．世ジS：よ，　い

わば常に不［ジ」の「’1の中に隠蔽されたちのてある

かの如く，存元することになる。㍑かに選びと

られニーつの可「、こLllに対して多パな’L　t．、、つ可能

性㌍ルーマンのいう如く存在す⊃としても，そ

れらは世界の「川1姓の1已三と一つの可能lllへ⊃

縮減，及びそれの1二択に対して常に「右知の可

能己」，「未知＾文」として残り売けるもの・であ

Ll．これ，．丁度M・ハイデガーの「有：：’．：は自三

三L、1すこ共：二、・1こご、，ユ『〕一，存亡の∴里：”　illうら

口、　『一《ろ1ご1’1三『．：そ．）しうい“1ら7う・：こさ2しな．ノこら，　し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ミ

．う・・も．．、え⊃11て1．・t／」　と二いうV，d・：こ．t！以し『．こい

1．・かに・・イニガー1”ノンーマン“，それにiE

ってい二㍑’三学自』」．ILJ元方法に関してば尚．1録Ji

Jてあり．こ⊃点でJlv　rマンにとっては二服さ

　ろべ言三のとしてあ三。併し一言法㌃をrぷ〕立

たし．㌻二三代；．ヒ会に対’する；霊点の点では，ぽ：よ

ハイごガーこ同列といいうる。〕こパの「．ttJ2・に二

された世界のi．｛㍉．L］三という未知の可能性Cl，そ

れかまさに．に知だ二故に，不云，・rl后：をもたら

：テこ、Z）として；1⊃／r　これltE｛富Pノ＼1してのDaS

OIann力不’∴　三てれを㍑った5官三活におげ三

未示への二日心＝・㍗ノこ、三ってEI常生活におけろ

「tl，］［二」の1ハピニに「止」がL：がり，日常生活二こ

．D「∴口の．ヒに存．i”’1す7というハイデガー⊃’三

’こ思心にこい：）．二・：・、，，二日らルーマンにおい

ても「無一‘とミいわ己ラ／べきr未パの可1、ZIII｛，

1・こって不．1，．、．の上に人間：之生きろの三あ

一／，ただ口二し．一マンにおいてはこの不k，脅

尺の㌍’ゴ，㌃：消に㍑けての〕コ論約努力か　ハイ

・；’

ガ＿とは了L1かに’；さ．1．るが、この㌘力ち，ぱ

が；：．．．・IL　，：」こ三れた｛｛ミ、．∴口了ご，　1、，Ji　lこ，．二択㌃

容易二らしめ1　li．、：、；㌧された三こ］言とみなし，て三ぐ

祝し，また社会システムの分節的分化かノ、，．能

的専門的分化への’」．．：乞強調する1　JU），彼：rL批

判的二はあるにせよ，尚デュルケーム及びパー

ソンズに道三ろことは㌧］らかてある。

皿．社会学的啓蒙

No．6

　ルーマンは以上見られた如ぶ、、ご．．Jに己：在論

的㌘点：1、1ボしている。こ．．しは：li：にみ：〉　i／　，／’．：グ

ー
ルドナーに対し全くの対已・一．りJl，，　L．．．．，，“．mに

おけ⊃これまてD主観1三ごがジこ∴化されたもの

てある故，；之はこれを排し，主：．J！＝意　・tL，：9越

した所，即ち間主体的な「」≒川1土、．”｛　tiに理論‘、’t．

成つ場を設け三一心的システム（・・一ソナリテ

ィ）　も社会シ．、テムも宍に，三llO．な≡、二を

」え出て働く㌧の，即ち二：i、向に1，・）て「働き

LeistUng」そ⊃ものをLl‘二に．、．、ミ∴／jにプ’　i’　ll〈fL

し，その働き力『”能酌拍互関！lこ、、：⊥三山す「共

同主観」を理、．此することによって吠された

ものであ．㌃それ故．1　：i三論．1、三点ブ：ほ二主浸

（主体）についてのみてなく、その1㌶二である

社会，世界i：IJaしてご遂行されて1N．一．彼がそ

の夏‘ ㍉成におけ二．1．．－i論としてゴミ川している

現2宇についても，フッサールの、㍍∵的．．3玉言今

ノつ言士ヒ半lj∴’tTノこll三う：i二l　l　l　さJi！てtt・J：一　一　　ノーナーノレ：こ

おいて’そつ唱違∵’結局意、に一tされたノエ

マ，　ノニシスつ三：　、内関係として．へ＿：　、から：9

．返アること：こされえな⊃・っ∴こ．つ一＿∴1二三rぶ，　ノレー

マン：『フッサールのいう「地平」㌃意、Lの外

に，　flSEって他者と・つiフヨ係によ・って　べ〕なされる

意味ぼ⊃三こして二三すろ，そ1㌧1∵ミニ「他

，」三においてこ勧1あらわ．、る」．，二会に一主観

三’三出させこと巨時に、世界二．　二ご．：王巳や精

神，或い1ミ初二という実体∴寸’：‘1－、．こ．一元させる

のではなく、世界の意味日｝、Sr三工）㌃i三によ1），

むしろ社会システムの」烹劉生に！寸巳ナ：〉も、、．｛三性

にょってコこヨ三づ一こ　いうなら：ごノし一マン：こ才ゴ｛ナ

る現三一∴、］！IIL．：ミ主○からごこ’1㌫らとの二方

向からなされておn　その主ii．：二，二津の中間に

あるこ、のとして辻会が，行っで’ヒ会システムが

把握されてい7・のてある。

　併しこb『」じ〕においてスの三、．：f：：J7．めて社象



＿March　　1986 社会学の社会学
的であり，でフ式言．こあ，。併しこの杉1〈jllrl　i±，

「意味とは人間；轄：のPl序㌶式」，「体験処理の

形式」てあ：〕，⊃：’3式ヒ．”可能的内容の全体に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49）
関する知覚可寵つ，－ll日1こよる先京りであろ」

とされ，　こCO　：ゴ∴つ：，．．ラ㌧”Dために，体ξ灸と

行為，内部と外部の∴一ジ巳　．二巳，分化，，』1程

等々の…二、．：示二㌧二∴ζに，カント・つll一謡

（カテゴリー二．⊃二三ら・：こ二女コ三’t．のであるっ

システム1．．．］自口か’一～に．．・．．”’g，．．、：の！／二」．であ

リ，この，1：式に一・〕；口会∴∫為三）方卜．rlか，”Sっ

て未fk㌢・ノこ当文∵　て　　1　：，、つt’：，／．る＿　二こtl　1［t　S（ノレーマ

ンは一江化されニー．口○ご、つ否定1”用と否定自

身の否定という？L！‘‘：「：1川，及び未来先取りに関

わ乙時開：」f三．．｜、．二三して採・’．ちげ，：fi・証法約思

考をもみせ．。。㌍しこの弁三法的こ、考はここ（ま

でも袖1。v口，　バ．．．ロシステム〕三り1㌃）／／‘．み内

ての形式U元．、、．．、ニニごず，弁証法そのもの

てはない，弁二1．㍉．‘‘‥こパ．．’そoご．の，三．l

Sacheその：’．の、⊃，　．」ら：．∵ll三ゴ三∴そのこ・つの

巨開溺理．：あJL．ノ1．一マンにおいては存：宝ll［合豹

；已芸三力㍉∬底口：こ，．：llされて1一ること刀・、　プ｝言正浸：

巳把屋を二卜，：i’三にし、ご．．、＿三．ノ三めて1三三うた

らしめ，しかも役㍉＿三主二」言社会システム三｝

を，社会の、：亮1　ilj－　・：　1：1：口係の有意味灼，．言分i斤

・7　itilによ’／：膓：．：∵　∫∴：一二・つO或／可∴Li生の

選択決完⊃．’こ．y．：’，”．．1　．：．，．二如く、　t∵　：：㌃・lf．｛

術的理命た；：っしめ二といいう：二．。

　そこ二／，’iL㌧：－1　てゾーしドナーごみ口ば，彼

の場合；．、”三　“－E－　ij　」3：ご：ジニ〕，そ｝こ1党こ・つ自三一ミ

省の社会㌻こ，幽，．1．成・っ点ニニ㌃弱とならざろ

をえない．社会理扁の再∴．成にとり必要にして

重要なの：ビご已存ノ三1：．1：の統一によろ三言⊆で

あろ。∵一∴ドナー二「言三：ミ省．う祉会学」と

いい，ルーマンこ㌧会・1三に啓蒙」といい，とも

に社会そのt’．のぎミば苅に把三しう三社会学の

再建を日指し，とこに「社会学の社会学」を主

張する。官つてすべてを対三とする「学！とし

一 9一

ての言学，よ，已己自身をも対象として「哲学の

言学」を生み出さざるをえなかったが，社会を

対象とすこ社会学は，自己自身社会の中での一

つの営みであシ1．、り，その社会白営為としての

自己自身，川ら社会学を対象とせざるをえない

のてあり，社会学の歴史だけではなく，社会の

歴史状況がこのことを要求しているのである。

「社会学つ社会学」印ち「社会学の自己に省」

としての二口」が現在不可遅なのてあ二。ただ

問題なの二，我々の中に「啓蒙」，即ち自ら自

こを律す三ここ⊃自覚，．、ll・、；、が果たしてあるだ

ろうかとい二ことである．先ず1∵立せねばなら

ないのは，：ミ∴ピ」な意味てのかかる「啓～：：Aufk・

工ilrun9」　てあtt’：：／
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